
 1 級 解答 (工業簿記)

問１ 

 ① 材 料 仕 入 高 ☆ 6,858,750 円

 ② 直 接 材 料 費 ☆ 5,075,750 円

 ③ 製 造 間 接 費 ☆ 1,743,000 円

 ④ 製 品 完 成 高 ☆ 8,108,000 円

 ⑤ 売 上 原 価 ☆ 5,258,000 円

 ⑥ 在 庫 金 利 ☆ 2,850 円

 ⑦ 営 業 利 益 ☆ 1,611,000 円

 ⑧ 売上高営業利益率 ☆ 18 ％

問２ 

 ① 設計 適合性  安全  ★ 

 ② ☆ 69,000 円 

 ③ 予防 評価   失敗  ★ 

 ④ 標準   実際  機会   支出  ★ 

問３ 

   ㋐ ★ ×

   ㋑ ★ 〇

   ㋒ ★ ×

   ㋓ ★ 〇

☆ につき２点 合計 25 点

★ につき１点 合計 25 点

各数値の算定（問１） 

１．材料費

⑴ 消費単価 

   予定配賦率（引取費用）：2,520,000 円(年間予算)÷36,000 ㎏(材料年間予定購入量)＝70 円

   予定配賦率（内部材料副費）：9,000,000 円(年間予算)÷72,000,000 円(購入代価総額の年間予算)＝0.125 

① 10/10 購入分 

購入代価：＠2,000 円×1,500 ㎏＝3,000,000 円 

購入原価：3,000,000 円×1.125＋＠70 円×1,500 ㎏＝3,480,000 円 

消費単価：3,480,000 円÷1,500 ㎏＝＠2,320 円 

② 10/23 購入分 

購入代価：＠1,940 円×1,500 ㎏＝2,910,000 円 

購入原価：2,910,000 円×1.125＋＠70 円×1,500 ㎏＝3,378,750 円 

消費単価：3,378,750 円÷1,500 ㎏＝＠2,252.5 円 

⑵ ロット番号ごとの消費数量

当月消費高を計算するにあたって、まず先に当月着手したロットについて、材料Ａの消費数量を計算

しておきます。なお、解説の便宜上ロット番号の前に「＃」を付しています。

＃121：150 個×２㎏＝300 ㎏    ＃124：250 個×２㎏＝500 ㎏ 

   ＃122：300 個×２㎏＝600 ㎏    ＃125：200 個×２㎏＝400 ㎏ 

   ＃123：200 個×２㎏＝400 ㎏ 

⑶ 材料仕入高、材料消費高の計算

   先入先出法により、ロット番号ごとの消費高を計算します。

材 料 Ａ

920,000 円 月初 ＠2,300 円×400 ㎏ 当月消費

当月仕入 ＃121 ＠2,300 円×300 ㎏ 690,000 円

3,480,000 円 10/10 ＠2,320 円×1,500 ㎏ ＃122 ＠2,300 円×100 ㎏ 
1,390,000 円

＠2,320 円×500 ㎏ 

3,378,750 円 10/23 ＠2,252.5 円×1,500 ㎏ ＃123 ＠2,320 円×400 ㎏ 928,000 円

＃124 ＠2,320 円×500 ㎏ 1,160,000 円

＃125 ＠2,320 円×100 ㎏ 
907,750 円

＠2,252.5 円×300 ㎏

月末 ＠2,252.5 円×1,200 ㎏ 2,703,000 円

   材料仕入高：3,480,000 円(10/10 分)＋3,378,750 円(10/23 分)＝6,858,750 円（解答➀）

   直接材料費：上記の当月消費合計より、5,075,750 円（解答②） 

または貸借差額より、920,000 円＋3,480,000 円＋3,378,750 円－2,703,000 円 

＝5,075,750 円

Step 1 

材料は第１工程の始点で投入されています。前月以前に着手した＃116、

第２工程で生じた仕損品の補修のための＃123-1 には、当月に材料は投入さ

れていません。 

Point



 1 級　解答 (原価計算) 

問１ 各代替案の税引前キャッシュ・フロー 

（単位：万円） 

第 ０ 年 度 末 第 １ 年 度 末 第 ２ 年 度 末 第 ３ 年 度 末 第 ４ 年 度 末 

甲 案 ☆ (  3,700 ) (    260 ) ☆(    260 ) (    260 ) ☆ 390

乙 案 0  (    530 ) ☆(  1,547 ) (  2,564 ) ☆(  3,531 )

問２ 各代替案の税引後キャッシュ・フロー 

（単位：万円） 

第 ０ 年 度 末 第 １ 年 度 末 第 ２ 年 度 末 第 ３ 年 度 末 第 ４ 年 度 末 

甲 案 ☆ (  2,620 ) (    249 ) ☆(    249 ) (    249 ) ☆ 819

乙 案 0  (    18 ) ☆(    628 ) (  1,238 ) ☆(  1,619 )

問３ 

（単位：万円） 

甲 案 乙 案 差額(甲案－乙案) 

正 味 現 在 価 値 ☆ (  1,583 ) ☆ (  2,230 )    647 ) 

したがって、新設備を導入する方が（ 有利 、 不利  ）である。 ★ 

☆ につき２点 合計 25 点

★ につき１点 合計 25 点

⑴ 新製造設備の取得原価

⑵ 検査機械の取得原価

⑶ 研修教育費 

⑷ 旧製造設備の売却収入

第０年度末のキャッシュ・フロー：⑴～⑷の合計より、△3,700 万円 … （3,700） 

⑸ 手直費：＠200 円×500 個＊＝100,000 円 

＊５万個×１％(仕損の発生率)＝500 個 

⑹ 検査コスト 

第１年度末、第２年度末、第３年度末のキャッシュ・フロー：⑸と⑹の合計より、△260 万円 … （260）

⑺ 新製造設備の売却収入

⑻ 検査機械の売却収入

第４年度末のキャッシュ・フロー：⑸～⑻の合計より、390 万円 … 390 

２．乙案（旧設備のまま製造・販売を行う案）

乙案を採用する場合、第２年度から毎年 5,000 個ずつ販売量が減少するため、第２年度以降は売上高お

よび変動製造費用についても考慮する必要があります。 

（単位：万円） 

第０年度 第１年度 第２年度 第３年度 第４年度

ＣＩＦ ⒅  50 

ＣＯＦ ⑿  1,050 ⒂   2,100 ⒆   3,150 

⑼  180 ⒀  162 ⒃  144 ⒇  126 

⑽  150 ⒁  135 ⒄  120 (21)   105 

⑾  200 ⑾  200 ⑾  200 ⑾  200 

第０年度末のキャッシュ・フロー：0 

⑼ 手直費：＠1,200 円×1,500 個＊１＝1,800,000 円 

＊１ ５万個×３％(仕損のうち検査により発見される分)＝1,500 個 

⑽ 返金：＠3,000 円×500 個＊２＝1,500,000 円 

＊２ ５万個×１％(仕損のうち出荷される分)＝500 個

⑾ 検査コスト 

第１年度末のキャッシュ・フロー：⑼～⑾の合計より、△530 万円 … （530） 

⑿ 販売量の減少による貢献利益の差額：＠2,100 円＊３×5,000 個＊４＝10,500,000 円 

＊３ １個当たり貢献利益：＠3,000 円(販売単価)－＠900 円(変動製造費用)＝＠2,100 円 

＊４ 現在と比較した販売減少量 

⒀ 手直費：＠1,200 円×1,350 個＊５＝1,620,000 円 

＊５ （５万個－5,000 個(製造減少量)）×３％(仕損のうち検査により発見される分)＝1,350 個 

⒁ 返金：＠3,000 円×450 個＊６＝1,350,000 円 

＊６ 45,000 個×１％(仕損のうち出荷される分)＝450 個 

第２年度末のキャッシュ・フロー：⑾～⒁の合計より、△1,547 万円 … （1,547） 
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